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本
年
三
月
二
三
日
、ス
エ
ズ
運
河
で
大
型
コ
ン
テ
ナ
船
が
座
礁
し
、

六
日
間
に
わ
た
っ
て
国
際
物
流
網
が
滞
っ
た
。
世
界
が
こ
の
チ
ョ
ー

ク
ポ
イ
ン
ト
の
脆
弱
性
に
改
め
て
危
機
感
を
抱
く
か
た
わ
ら
、
ロ
シ

ア
だ
け
は
代
替
ル
ー
ト
と
し
て
の
北
極
海
航
路
を
売
り
込
む
好
機
と

捉
え
た
。
長
ら
く
氷
に
閉
ざ
さ
れ
て
い
た
北
極
海
で
あ
る
が
、
地
球

温
暖
化
の
影
響
に
よ
り
海
氷
が
減
少
し
、
夏
に
は
船
が
航
行
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。
技
術
の
進
歩
も
伴
っ
て
、
こ
れ
ま
で
は
難
し
か
っ

た
北
極
圏
の
資
源
開
発
が
進
む
な
ど
、
北
極
は
に
わ
か
に
活
気
を
帯

び
て
い
る
。

　

北
極
に
は
南
極
条
約
の
よ
う
な
包
括
的
な
枠
組
み
条
約
は
存
在
し

な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
北
極
海
の
沿
岸
国
で
あ
る
カ
ナ
ダ
、
デ
ン
マ
ー

ク
（
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
）、ノ
ル
ウ
ェ
ー
、ロ
シ
ア
、米
国
（
ア
ラ
ス
カ
）

が
、
北
極
海
に
は
国
連
海
洋
法
条
約
（
Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｓ
）
を
中
心
と

す
る
既
存
の
国
際
法
が
適
用
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
新
た
な
法
的
枠

組
は
必
要
な
い
旨
を
確
認
し
て
い
る
た
め
で
あ
る（
二
〇
〇
八
年「
イ

ル
リ
サ
ッ
ト
宣
言
」）。
条
約
に
よ
り
領
土
権
主
張
が
凍
結
さ
れ
て
い

る
南
極
と
は
異
な
り
、
北
極
で
は
主
権
国
家
の
存
在
が
既
に
明
確
で

あ
る
。

　

北
極
の
国
際
協
力
に
関
す
る
最
も
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
枠
組
み
と
し
て

北
極
評
議
会
（A

rctic Council

）
が
あ
り
、
前
述
の
沿
岸
五
ヵ
国

に
、
北
極
圏
（
北
緯
六
六
度
三
三
分
以
北
）
に
領
土
を
持
つ
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
を
加
え
た
八
ヵ
国
を
正

参
議
院
第
三
特
別
調
査
室

（
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
調
査
会
担
当
）
調
査
員

金
子
七
絵

こ
こ
数
年
、
国
際
社
会
の
関
心
が
集
ま
る
北
極
海
航
路
。

日
本
も
ロ
シ
ア
と
協
力
し
て
Ｌ
Ｎ
Ｇ
開
発
へ
の
参
画
を
進
め
る
一
方
、

将
来
的
に
は
国
際
的
な
新
航
路
と
し
て
の
期
待
も
高
ま
る
。

し
か
し
、
航
行
の
ル
ー
ル
を
め
ぐ
る
合
意
形
成
が
不
可
欠
だ
。

か
ね
こ　

な
な
え　

二
〇
〇
七
年
参
議
院
事
務
局

入
局
。
外
交
防
衛
委
員
会
調
査
室
、
国
際
部
国
際

会
議
課
な
ど
を
経
て
、
一
六
年
よ
り
現
職
。
二
一

年
政
策
研
究
大
学
院
大
学
修
士
課
程
修
了
。
論
文

に
「
安
全
保
障
会
議
の
機
能
と
役
割
」
な
ど
。

日
本
の
北
極
政
策
と
北
極
海
航
路

―
―
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
」
と
「
航
行
の
自
由
」
の
相
克
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規
メ
ン
バ
ー
と
す
る
。
北
極
圏
国
（A

rctic States

）
と
呼
ば
れ

る
こ
れ
ら
の
国
々
が
、
北
極
に
お
け
る
第
一
義
的
な
ア
ク
タ
ー
で
あ

る
。
日
本
は
二
〇
一
三
年
に
、
中
国
や
韓
国
な
ど
と
と
も
に
北
極
評

議
会
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
承
認
さ
れ
て
い
る
。

成
長
途
上
に
あ
る
日
本
の
北
極
政
策

　

日
本
で
北
極
政
策
が
一
つ
の
政
策
単
位
と
し
て
扱
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、
ご
く
最
近
の
こ
と
で
あ
る
。
一
三
年
に
改
定
さ
れ
た

第
二
期
海
洋
基
本
計
画
で
初
め
て
、
重
点
的
に
推
進
す
べ
き
取
組
み

の
一
つ
と
し
て
北
極
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
一
五
年
に
北
極
に
特
化
し

た
初
の
文
書
「
我
が
国
の
北
極
政
策
」
が
発
出
さ
れ
た
。
従
来
、
科

学
研
究
と
し
て
の
極
地
観
測
、
気
候
変
動
問
題
と
し
て
の
北
極
、
新

た
な
海
上
輸
送
路
の
可
能
性
、
北
極
資
源
開
発
な
ど
、
多
岐
に
わ
た

る
分
野
の
取
組
み
が
、
各
所
管
省
庁
の
下
で
進
め
ら
れ
て
き
た
。

　

今
後
は
、
あ
ち
こ
ち
に
散
ら
ば
っ
て
い
る
課
題
を
単
純
に
一
つ
の

カ
テ
ゴ
リ
ー
に
束
ね
る
だ
け
で
は
な
く
、
政
策
と
し
て
よ
り
体
系
化

さ
せ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
よ
う
。
本
稿
で
は
、
北
極
を
め
ぐ
る
課
題

の
う
ち
北
極
海
航
路
に
焦
点
を
当
て
、
ロ
シ
ア
が
国
際
法
上
の
権
限

を
越
え
る
と
み
ら
れ
る
航
行
規
制
を
行
っ
て
い
る
こ
と
は
受
け
入
れ

が
た
い
一
方
で
、
資
源
の
輸
送
路
と
し
て
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全

保
障
に
資
す
る
と
い
う
矛
盾
が
潜
在
的
に
内
在
す
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
そ
れ
に
ど
の
よ
う
に
対
処
す
れ
ば
よ
い
か
を
検
討
す
る
。

慎
重
に
北
極
海
航
路
を
開
い
て
き
た
ロ
シ
ア

　

北
極
海
航
路
と
は
、
ロ
シ
ア
沿
岸
を
通
っ
て
太
平
洋
と
大
西
洋
を

結
ぶ
航
路
（
北
東
航
路
）
の
う
ち
、
同
国
が
国
内
法
で
指
定
す
る
カ

ラ
海
か
ら
チ
ュ
ク
チ
海
ま
で
の
排
他
的
経
済
水
域
（
Ｅ
Ｅ
Ｚ
）
な
ど

を
指
す
。
ロ
シ
ア
は
安
全
保
障
上
の
理
由
か
ら
、
同
海
域
へ
の
権
利

意
識
が
非
常
に
強
い
。冷
戦
期
に
は
戦
略
的
要
衝
と
位
置
付
け
ら
れ
、

国
際
的
な
航
路
と
し
て
の
利
用
は
完
全
に
閉
ざ
さ
れ
て
い
た
。

　

国
際
利
用
に
向
け
て
舵
を
切
っ
た
の
は
、
冷
戦
末
期
の
一
九
八
七

年
、
ソ
連
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
共
産
党
書
記
長
が
ム
ル
マ
ン
ス
ク
で
行
っ

た
演
説
と
さ
れ
る
。
北
極
域
お
よ
び
北
大
西
洋
諸
国
に
向
け
て
安
全

保
障
問
題
の
協
議
を
呼
び
か
け
た
同
演
説
の
中
で
、
北
極
海
航
路
を

外
国
船
舶
に
開
く
用
意
が
あ
る
旨
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
含
ま
れ
て
い

た
。
そ
の
後
、
一
九
九
〇
年
に
北
極
海
航
路
航
行
規
則
を
制
定
し
て

以
来
、
見
直
し
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
慎
重
に
外
国
船
舶
の
航
行
を

想
定
し
た
制
度
を
整
え
て
き
た
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
航
行
規
則
に
は
事
前
許
可
制
度
が
含
ま
れ
る

ほ
か
、
許
可
さ
れ
た
航
行
に
お
い
て
も
、
定
時
に
お
け
る
現
在
位
置

等
の
通
報
義
務
や
、
ロ
シ
ア
の
砕
氷
船
に
よ
る
水
先
案
内
制
度
に
従

う
こ
と
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
制
約
が
あ
る
。
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Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｓ
は
、
Ｅ
Ｅ
Ｚ
に
お
い
て
基
本
的
に
全
て
の
船
舶
に

公
海
と
同
様
の
航
行
の
自
由
を
認
め
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
事
前

許
可
制
度
は
航
行
の
可
否
を
沿
岸
国
の
判
断
に
委
ね
る
も
の
で
あ
っ

て
、
航
行
の
自
由
を
本
質
的
に
損
な
う
。
他
方
、
北
極
海
の
よ
う
な

氷
に
覆
わ
れ
た
厳
し
い
気
象
条
件
の
海
域
で
は
、
航
行
に
特
別
な
危

険
を
も
た
ら
し
、
海
洋
環
境
の
汚
染
が
回
復
不
能
な
障
害
を
も
た
ら

す
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
沿
岸
国
に
対
し
て
特
別
に
強
い
権

限
を
認
め
て
い
る
（
第
二
三
四
条
）。
ロ
シ
ア
は
、
北
極
海
航
路
に

お
け
る
航
行
規
制
を
正
当
化
す
る
理
由
の
一
つ
と
し
て
同
条
に
言
及

す
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
第
二
三
四
条
は
米
国
、
ソ
連
、
カ
ナ
ダ
の
妥
協
と
し

て
起
草
さ
れ
た
経
緯
か
ら
、
文
言
に
あ
い
ま
い
さ
が
残
っ
て
お
り
、

沿
岸
国
に
認
め
ら
れ
る
権
限
に
は
解
釈
の
幅
が
あ
る
。
た
だ
、
沿
岸

国
の
権
限
を
「
船
舶
か
ら
の
海
洋
汚
染
の
防
止
、
軽
減
及
び
規
制
の

た
め
の
無
差
別
の
法
令
を
制
定
し
及
び
執
行
す
る
権
利
」と
し
つ
つ
、

同
法
令
が
「
航
行
並
び
に
入
手
可
能
な
最
良
の
科
学
的
根
拠
に
基
づ

く
海
洋
環
境
の
保
護
及
び
保
全
に
妥
当
な
配
慮
を
払
っ
た
も
の
と
す

る
」
と
の
条
件
を
付
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
航
行
の
権
利
と
海
洋
環

境
保
護
と
の
間
の
均
衡
を
充
た
す
こ
と
を
求
め
て
い
る
と
解
せ
ら
れ

る
。
こ
の
点
、
領
海
で
も
認
め
ら
れ
な
い
事
前
許
可
制
度
を
Ｅ
Ｅ
Ｚ

で
課
す
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
バ
ラ
ン
ス
を
欠
く
可
能
性
が
高
い
。

北
極
海
に
お
け
る
「
自
由
で
開
か
れ
た
海
洋
秩
序
」

　

こ
う
し
た
ロ
シ
ア
の
航
行
規
制
が
及
ぶ
北
極
海
航
路
に
対
し
て
、

日
本
は
ど
う
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
こ
う
と
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

「
我
が
国
の
北
極
政
策
」
の
柱
の
一
つ
と
し
て
「
法
の
支
配
」
が
盛

り
込
ま
れ
る
に
当
た
っ
て
は
、
当
時
の
安
倍
政
権
が
重
視
し
て
い
た

「
自
由
で
開
か
れ
た
海
洋
秩
序
」
と
い
う
概
念
が
、
少
な
か
ら
ず
影

響
を
与
え
た
と
思
わ
れ
る
。
安
倍
首
相
が
こ
の
考
え
方
を
最
初
に
打

ち
出
し
た
の
は
、
二
〇
一
三
年
一
月
の
ベ
ト
ナ
ム
、
タ
イ
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
訪
問
中
に
発
表
し
た
「
対
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
外
交
五
原
則
」
に
お

い
て
で
あ
る
。
そ
の
後
、
一
六
年
八
月
に
ナ
イ
ロ
ビ
（
ケ
ニ
ア
）
で

開
催
さ
れ
た
第
六
回
ア
フ
リ
カ
開
発
会
議
（
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ⅵ
）
で

述
べ
た
「
自
由
で
開
か
れ
た
二
つ
の
大
洋
（
太
平
洋
と
イ
ン
ド
洋
）」

と
い
う
概
念
に
結
実
し
、
以
来
「
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平

洋
戦
略
」
と
し
て
推
進
さ
れ
て
い
る
。「
我
が
国
の
北
極
政
策
」
は
、

こ
の
さ
な
か
で
あ
る
一
五
年
一
〇
月
に
策
定
さ
れ
て
お
り
、
政
策
の

一
貫
性
を
重
視
す
る
観
点
か
ら
、
北
極
海
に
も
同
様
の
コ
ン
セ
プ
ト

が
反
映
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
は
、河
野
外
務
大
臣
（
当
時
）

が
一
八
年
一
〇
月
に
レ
イ
キ
ャ
ビ
ク
（
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
）
で
開
催
さ

れ
た
第
六
回
北
極
サ
ー
ク
ル
で
、「
法
の
支
配
に
基
づ
く
自
由
で
開

か
れ
た
海
洋
秩
序
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
い
。
北
極
海
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も
例
外
で
は
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
る
。

　

自
由
で
開
か
れ
た
海
洋
秩
序
を
北
極
海
に
お
い
て
も
目
指
し
て
い

く
な
ら
ば
、
ロ
シ
ア
の
航
行
規
制
は
、
い
ず
れ
一
つ
の
ハ
ー
ド
ル
と

し
て
立
ち
は
だ
か
る
だ
ろ
う
。

資
源
輸
送
路
と
し
て
の
北
極
海
航
路

 

「
我
が
国
の
北
極
政
策
」
は
、
北
極
海
航
路
が
確
立
す
れ
ば
ア
ジ
ア

と
欧
州
間
の
航
行
距
離
が
「
ス
エ
ズ
運
河
経
由
と
比
べ
約
四
割
減
と

な
る
」
と
期
待
す
る
一
方
、
現
状
で
は
「
安
定
的
に
利
用
可
能
な
状

況
に
あ
る
わ
け
で
は
な
い
」
と
の
認
識
を
示
す
。
で
は
、
北
極
海
航

路
は
現
在
ど
の
よ
う
な
も
の
と
位
置
付
け
ら
れ
る
の
か
。

　

ロ
シ
ア
が
「
二
〇
三
五
年
ま
で
の
ロ
シ
ア
連
邦
の
北
極
圏
の
発
展

及
び
国
家
安
全
保
障
の
戦
略
（
二
〇 

年
一
〇
月
）」
で
示
す
北
極
海

航
路
に
関
す
る
実
施
目
標
を
見
る
と
、現
在
三
一
五
〇
万
ト
ン（
一
九

年
）
の
貨
物
輸
送
量
を
三
五
年
に
一
億
三
〇
〇
〇
万
ト
ン
に
拡
大
す

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
輸
送
の
目
標

値
は
七
〇
万
ト
ン（
一
九
年
）か
ら
一
〇
〇
〇
万
ト
ン（
三
五
年
）と
、

相
対
的
に
非
常
に
小
さ
い
。
他
方
、北
極
圏
で
の
液
化
天
然
ガ
ス（
Ｌ

Ｎ
Ｇ
）
生
産
量
に
つ
い
て
は
、
三
五
年
ま
で
に
九
一
〇
〇
万
ト
ン
へ

と
拡
大
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
北
極
海
航
路
で
運

ば
れ
る
貨
物
の
大
部
分
が
Ｌ
Ｎ
Ｇ
と
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
開
発
に
伴
っ
て
必
要

と
な
る
資
機
材
の
運
搬
な
ど
で
あ
り
、
コ
ン
テ
ナ
輸
送
の
よ
う
な
一

般
的
な
貨
物
は
ほ
と
ん
ど
想
定
さ
れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
少
な
く

と
も
近
い
将
来
に
お
い
て
、
ロ
シ
ア
は
北
極
海
航
路
を
資
源
輸
送
路

と
位
置
付
け
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

　

ロ
シ
ア
が
北
極
圏
で
行
う
資
源
開
発
の
う
ち
、
ロ
シ
ア
の
独
立
系

ガ
ス
会
社
ノ
ヴ
ァ
テ
ク
が
ヤ
マ
ル
半
島
お
よ
び
ギ
ダ
ン
半
島
で
行
う

Ｌ
Ｎ
Ｇ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、
日
本
関
連
企
業
も
さ
ま
ざ
ま
な
形
で

関
わ
っ
て
い
る
。

　

ヤ
マ
ル
Ｌ
Ｎ
Ｇ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
ノ
ヴ
ァ
テ
ク
が

五
〇
・
一
％
の
権
益
を
保
持
す
る
ほ
か
に
、
ト
タ
ル
（
フ
ラ
ン
ス
）

が
二
〇
％
、
中
国
石
油
天
然
気
集
団
（
Ｃ
Ｎ
Ｐ
Ｃ
）
が
二
〇
％
、
中

国
国
有
投
資
フ
ァ
ン
ド
で
あ
る
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
基
金
が
九
・
九
％
の

権
益
を
持
つ
。
日
本
企
業
は
権
益
を
取
得
し
て
い
な
い
も
の
の
、
プ

ラ
ン
ト
建
設
（
千
代
田
化
工
建
設
、
日
揮
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
）
や

生
産
さ
れ
た
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
海
上
輸
送
（
商
船
三
井
）
で
重
要
な
役
割
を

担
う
。
一
七
年
一
二
月
に
生
産
が
開
始
さ
れ
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
は
北
極
海
航

路
を
通
っ
て
八
割
が
欧
州
側
に
、
二
割
が
ア
ジ
ア
向
け
に
出
荷
さ
れ

て
い
る
。
欧
州
側
へ
の
航
路
は
暖
流
の
影
響
で
冬
季
も
航
行
可
能
で

あ
る
一
方
、
ア
ジ
ア
側
へ
の
航
路
に
は
冬
季
に
厚
い
氷
が
存
在
す
る

た
め
、
現
在
冬
季
の
出
荷
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

　

ア
ー
ク
テ
ィ
ッ
ク
Ｌ
Ｎ
Ｇ
２
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
ノ
ヴ
ァ
テ
ク
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が
六
〇
％
の
権
益
を
保
持
す
る
ほ
か
、
ト
タ
ル
が
一
〇
％
、
Ｃ
Ｎ
Ｐ

Ｃ
が
一
〇
％
、
中
国
海
洋
石
油
集
団
（
Ｃ
Ｎ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
）
が
一
〇
％
、

そ
し
て
石
油
天
然
ガ
ス
・
金
属
鉱
物
資
源
機
構
（
Ｊ
Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
）

お
よ
び
三
井
物
産
が
共
同
出
資
す
る
会
社
を
通
じ
て
一
〇
％
の
権
益

を
有
す
る
。
二
三
年
か
ら
順
次
稼
働
が
開
始
さ
れ
る
予
定
で
、
商
船

三
井
は
引
き
続
き
海
上
輸
送
を
担
う
。
ヤ
マ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
大

き
く
異
な
る
の
は
、
出
荷
さ
れ
る
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
八
割
が
ア
ジ
ア
向
け
を

予
定
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
高
い
ア
イ
ス
ク
ラ
ス
（
砕
氷
・
耐
氷
能

力
）
の
砕
氷
船
で
あ
っ
て
も
、
冬
季
の
ア
ジ
ア
側
へ
の
航
行
は
容
易

で
は
な
く
、
事
故
の
リ
ス
ク
や
困
難
が
伴
う
た
め
、
今
後
は
通
年
航

行
が
課
題
と
な
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
へ
の
貢
献

　

こ
う
し
た
ロ
シ
ア
の
北
極
資
源
開
発
に
関
わ
る
こ
と
は
、
日
本
に

と
っ
て
ど
の
よ
う
な
意
義
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
、「
我
が
国

の
北
極
政
策
」
が
述
べ
る
通
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
供
給
源
の
多

角
化
が
挙
げ
ら
れ
る
。
日
本
は
石
油
、
天
然
ガ
ス
の
ほ
ぼ
全
量
を
輸

入
す
る
中
、
か
ね
て
よ
り
地
政
学
的
な
リ
ス
ク
を
有
す
る
中
東
へ
の

依
存
度
が
高
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
供
給
源
を

他
の
地
域
に
多
角
化
し
、
リ
ス
ク
を
分
散
す
る
こ
と
は
エ
ネ
ル
ギ
ー

安
全
保
障
に
お
け
る
重
要
な
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。

　

ま
た
、
ロ
シ
ア
で
の
上
流
権
益
の
取
得
は
、
日
本
に
と
っ
て
は
Ｌ

Ｎ
Ｇ
の
価
格
比
較
力
を
得
る
と
い
う
積
極
的
な
意
味
を
持
つ
。
現
在

の
ロ
シ
ア
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
価
格
は
、
日
本
の
他
の
主
要
輸
入
国
で
あ
る

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
カ
タ
ー
ル
と
比
較
し
て
も
競
争

力
を
有
す
る
。
そ
の
た
め
、
定
期
的
に
行
わ
れ
る
契
約
更
新
に
際
し

北極海航路

北極海航路と現在の航路

現在の航路

スエズ運河

ハンブルグ

モスクワ

ヤマル半島
ギダン半島

日本

東京

中国

ロシア

インド

カラ海

チュクチ海 　ベーリング海

北極海
（約1.3万Km)

（約2万Km）
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て
価
格
の
比
較
対
象
を
得
る
こ
と
に
な
り
、
結
果
と
し
て
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の

低
廉
な
確
保
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
北
極
海
航
路
は
、
イ
ン
ド
洋
や
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
と
い
っ

た
既
存
の
シ
ー
レ
ー
ン
と
は
全
く
異
な
る
海
域
を
通
る
こ
と
か
ら
、

輸
送
ル
ー
ト
の
多
角
化
と
い
う
意
義
も
あ
ろ
う
。
梶
山
経
済
産
業
大

臣
は
国
会
答
弁
で
「
北
極
圏
に
お
け
る
資
源
開
発
と
そ
の
輸
送
ル
ー

ト
と
し
て
の
北
極
海
航
路
の
確
保
は
、
我
が
国
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
供
給
源
多

角
化
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
、
北
極
資
源
開
発
と
そ
の
輸

送
ル
ー
ト
と
し
て
の
北
極
海
航
路
が
、
一
体
と
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
安

全
保
障
に
資
す
る
と
の
認
識
を
示
し
て
い
る
。

　

一
方
、ロ
シ
ア
に
は
同
国
特
有
の
リ
ス
ク
が
内
在
す
る
こ
と
か
ら
、

資
源
供
給
を
一
定
程
度
依
存
す
る
こ
と
の
適
否
に
関
し
て
は
評
価
が

分
か
れ
る
だ
ろ
う
。
二
〇
〇
六
年
お
よ
び
〇
九
年
、
い
わ
ゆ
る
ウ
ク

ラ
イ
ナ
へ
の
天
然
ガ
ス
供
給
途
絶
問
題
が
欧
州
を
中
心
に
注
目
を
集

め
た
。
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
間
で
天
然
ガ
ス
価
格
に
つ
い
て
合
意

す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
向
け
の
輸
出
分
を
差

し
引
い
た
ガ
ス
量
を
供
給
し
た
と
こ
ろ
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
パ
イ
プ
ラ

イ
ン
か
ら
無
断
で
ガ
ス
を
抜
き
取
っ
た
た
め
、
欧
州
で
の
供
給
量
が

減
少
し
、
国
際
問
題
に
発
展
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
事
案
を
見
る
と
、
ロ
シ
ア
へ
の
依
存
度
を
増
や
す
こ
と

が
適
切
か
と
い
う
疑
問
が
生
じ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
し
か
し
、
国

家
財
政
を
資
源
税
収
に
大
き
く
依
存
す
る
ロ
シ
ア
に
と
っ
て
、
責
任

あ
る
供
給
者
と
し
て
の
立
場
を
維
持
す
る
こ
と
は
自
ら
の
財
源
を
確

保
す
る
こ
と
で
も
あ
る
た
め
、
安
易
に
供
給
途
絶
措
置
を
と
る
選
択

に
は
至
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

特
に
、
欧
州
向
け
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
網
を
め
ぐ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
を
抱
え
る
な
か
、
ロ
シ
ア
は
外
貨
獲
得
手
段
と
し
て
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ

に
新
た
な
活
路
を
見
出
し
て
お
り
、
国
家
的
に
重
要
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
位
置
付
け
て
い
る
。
実
際
、
商
船
三
井
は
海
上
輸
送
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
お
い
て
、
ロ
シ
ア
当
局
か
ら
ス
ム
ー
ズ
か
つ
協
力
的
な
許

可
を
得
て
い
る
。

短
期
と
長
期
、
二
つ
の
視
点
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ

　

こ
の
よ
う
に
、「
我
が
国
の
北
極
政
策
」
に
束
ね
ら
れ
た
課
題
群

に
お
い
て
、
北
極
海
航
路
を
め
ぐ
る
「
航
行
の
自
由
」
確
保
と
資
源

開
発
の
推
進
に
は
、
本
質
的
な
矛
盾
が
内
在
す
る
。
航
行
の
自
由
の

観
点
か
ら
は
自
由
で
開
か
れ
た
北
極
海
航
路
が
要
請
さ
れ
る
の
に
対

し
、
ロ
シ
ア
の
資
源
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
活
動
す
る
以
上
、
同
国

に
敵
対
的
な
姿
勢
を
と
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

今
後
、
北
極
政
策
を
推
進
す
る
上
で
は
、
北
極
海
航
路
の
位
置
付

け
に
着
目
し
、
短
期
的
・
長
期
的
な
視
点
か
ら
課
題
間
の
優
先
順
位

を
判
断
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
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■
短
期
的
な
優
先
課
題
と
し
て
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障

　

当
面
は
資
源
輸
送
路
と
し
て
の
北
極
海
航
路
の
利
用
が
続
く
と
見

ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
ス
エ
ズ
運
河
廻
り
航
路
に
代
替
し
得
る
海
上
輸

送
路
と
な
る
に
は
、
ま
だ
長
い
歳
月
を
要
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
温
暖

化
に
よ
り
海
氷
が
減
少
し
た
と
は
い
え
、完
全
に
は
な
く
な
ら
な
い
。

氷
の
存
在
は
安
全
な
航
行
を
阻
害
し
、
航
行
日
数
を
不
確
実
に
し
、

船
舶
を
よ
り
高
価
に
す
る
。

　

ま
た
、
シ
ー
レ
ー
ン
に
は
船
舶
の
故
障
や
事
故
発
生
時
に
避
難
で

き
る
拠
点
や
海
難
救
助
体
制
が
必
要
と
な
る
が
、
そ
も
そ
も
ロ
シ
ア

北
極
海
沿
岸
の
人
口
居
住
地
は
非
常
に
限
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

現
状
で
は
航
路
を
必
要
と
す
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
そ
の
も
の
が
存
在
し
な

い
。
ス
エ
ズ
運
河
廻
り
の
航
路
で
は
、
途
中
に
無
数
の
荷
揚
げ
地
や

補
給
港
が
存
在
し
、
積
み
荷
を
下
ろ
す
と
同
時
に
新
た
な
荷
を
積
み

込
む
と
い
う
一
連
の
経
済
活
動
が
航
路
を
採
算
の
と
れ
る
も
の
と
成

ら
し
め
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
ヤ
マ
ル
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
タ
ン
カ
ー
は
片

道
の
輸
送
に
従
事
す
る
の
み
で
あ
る
。

　

一
方
、
ロ
シ
ア
の
重
要
な
資
源
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
部
と
し

て
北
極
海
航
路
が
利
用
さ
れ
て
い
る
限
り
、
同
国
か
ら
不
利
益
を
課

さ
れ
る
こ
と
は
想
定
し
に
く
い
。
し
た
が
っ
て
、
短
期
的
に
は
エ
ネ

ル
ギ
ー
安
全
保
障
を
重
視
し
、
北
極
圏
の
資
源
開
発
を
推
進
す
べ
き

と
考
え
る
。

■
長
期
目
標
と
し
て
の
北
極
海
航
路
の
安
全
航
行
レ
ジ
ー
ム
の
構
築

　

将
来
、自
由
で
開
か
れ
た
北
極
海
航
路
を
目
指
す
に
当
た
っ
て
は
、

圧
倒
的
な
存
在
感
を
示
す
ロ
シ
ア
と
ど
う
向
き
合
っ
て
い
く
か
が
課

題
と
な
る
。
ロ
シ
ア
は
自
国
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は
関
係
の
な
い
、

外
国
船
舶
の
自
由
な
航
行
を
積
極
的
に
容
認
す
る
と
は
想
像
し
が
た

い
。
必
ず
し
も
ロ
シ
ア
が
歓
迎
す
る
こ
と
ば
か
り
で
は
な
い
課
題
に

取
り
組
ん
で
い
く
上
で
、
価
値
を
共
有
す
る
国
々
と
連
携
し
、
国
際

的
に
合
意
さ
れ
た
北
極
海
航
路
の
安
全
航
行
レ
ジ
ー
ム
の
構
築
を
目

指
す
こ
と
が
有
用
で
あ
る
。
こ
の
と
き
、
北
極
海
航
路
の
反
対
端
に

目
を
転
じ
れ
ば
、い
ず
れ
も
北
極
圏
国
で
あ
る
北
欧
諸
国（
デ
ン
マ
ー

ク
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
）
が
、
ひ
と
き
わ
重
要
な
存
在
と
し
て
映
る
。
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の

ヒ
ー
ゲ
ン
外
務
省
北
極
課
長
は
一
月
に
開
催
さ
れ
た
セ
ミ
ナ
ー
で
、

現
在
北
極
に
保
た
れ
て
い
る
協
力
関
係
は
偶
然
に
よ
る
も
の
で
は
な

く
、
資
源
や
人
材
の
投
資
を
行
っ
て
き
た
成
果
で
あ
る
旨
を
述
べ

た
。
こ
れ
は
、
法
の
支
配
に
基
づ
く
秩
序
の
維
持
に
は
、
関
係
国
の

た
ゆ
ま
ぬ
努
力
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
り
、
日

本
も
深
く
共
感
す
る
。
す
ぐ
に
は
成
果
の
得
ら
れ
な
い
長
期
的
な
課

題
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
北
欧
諸
国
の
よ
う
な
価
値
を
共
有
す
る
パ
ー

ト
ナ
ー
と
連
携
し
、
ロ
シ
ア
と
の
間
で
、
共
通
の
理
解
と
合
意
を
着

実
に
積
み
重
ね
て
い
く
努
力
が
重
要
と
な
ろ
う
。
●




